


































































































果  。) 要
凶
日
 醗近に至り・心身相関り理に基いて発症する身体異常(=PSD)が医家の関心を集めているが1
 '未だ体系ずけられる段階に達せず,況や,その治療に至っては1一般医家のよくなし得ざるもの
 として敬遠されている現状である。
 筆者の属する教室では数年来1PSDの体系ずけに努力し来ったが、筆者はそ'の中心となって
 研究に従事し,特にその治療法の完成に異常た努力を傾けて来た。その成果の大要は,
 1)PSDの定義を〃情動障害が原因と友って起る身体症状である〃としている。
 2)本症の診断には,総て精神分析によって心因とすべきものの追及を行っているが,臨床的
 には1愁訴∫誤渡::が頭足ヨたこと,む産状が不気…で…葦系荒た白勺左こと,妻壁因醤醸去を施されぬ場合は治癒す
 ることなく、徒らに医師の間を転々として歩いていπと云う既庄歴左どから診断し得ることを述
 べている。尚,分析によって判萌した心因としては,多い順に,夫婦葛藤,性倫理葛藤,感情衝
 撃,嫁姑葛藤1愛情喪失危惧1家庭内葛藤,不安及び社会的葛藤などであった0
 5)産婦人科・領域のPSDとしては,心因性自律神経症が暗々大半を占め,その他子宮癌手術
 後の心因性排尿障害,心因性下腹痛1心因性悪阻,不感症,心因性帯下,心因性月経困難1心因
 性性交痛,性慾亢進,夜尿症,膀胱神経症などで,之等疾患.計5ゴ例を対象として研究が進め
 られている0
 4)治療法についても、従来行われた種々な方法を検討したが何れも満足すべき成績を得ず,
 最後にクロールプロマジン投与下に行う絶食療法が簡易且つ奏効率の高い点で最も優れているこ
 とを発見,本法を更に簡易化すると共に,副作用動ヒに種々な工夫をこらし1更に簡単な心理療
 法を附加し,且つ適宜対症療法を併施することによって,一層効果¢)大たることを強調している。
 本療法によって一荷効率88%,治癒率70%で1治癒せるもののうちう9%は5ヶ月以後に再
 発した。再発刎は心因が環境性のもので,之を改善すろことなしに退院せしめたものに多かった。
 以上,医学の新分野に取りくみ臨床上重要左知見を得た出色の論文である。
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